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≪７つの提案プロジェクト≫

シンボルロードのにぎわい核づくり計画

『つどうべ』



調査・分析







提案へのシナリオ







みち沿道のエリアの商業化

沿道の土地利用

商業エリアとして、沿道の建物の１階は商業系テナントを誘致

地元経営の商業を積極的に誘致する

→ひとを呼び込めるエリアとなる



賑わい拠点の提案



拠点形成のポイント



核づくりにおける２つの計画

角地の広場化

銀天＋三角敷地の一体的プラザ化



角地の広場化

公園的な特徴づけをした渡辺翁通り
と連続するような緑溢れる広場

シンボリックな彫刻を設置
→人々の新たな待ち合わせ場所となる



銀天＋三角敷地の一体的プラザ化

三角敷地
→多様な動線を受入れる。
様々な出会いの可能性。

銀天プラザとの一体化
→魅力ある場所、銀天プラザに様々な人を
引き込む。（既存の銀天プラザを180°
回転させる）

この事で周囲への影響が期待される。



核作りの中でのデザインの意図 渡辺翁記念公園

銀天プラザ

緑の資源を繋ぎ
グリーンベルトを形成するような

核のデザイン





ガイドラインによる通りの誘導










